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はじめに
　本活動報告は、麻布地区総合支所の地域事業「麻布未来写真館」において、区民参画組織 麻布を
語る会 麻布未来写真館分科会が、これまでに取り組んだ活動の記録です。

「ファインダーをとおして、未来に向けた新しい麻布を発信していきます。」

　写真には写された記録だけではなく、多くの人々にとっての体験の「記憶」が含められた、かけが
えのない価値が備わっています。
　本活動報告に掲載された写真は、新しいものも古いものも全て、ファインダーをとおして「麻布」を
めぐる様々な人々の記憶を未来につなぐ貴重な記録です。
　麻布の未来に向け、麻布地区総合支所は、多くの方々に記録と記憶の価値を伝え、区民の皆様の
地域への共感や愛着をより一層高めてもらえるよう取り組んでまいります。
　活動を進めるにあたり、様々なかたちでご尽力をいただきました区民の皆さんや関係者の方々に、
心から御礼を申し上げます。

令和 3 年 3 月　港区麻布地区総合支所協働推進課
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令和 2 年度までの 6 年間の活動で作成したパネルをまとめたものです。
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Ⅰ

「麻布未来写真館」とは

「麻布未来写真館」事業実施の背景
　麻布地区は、区内にある大使館の半数以上が集中し、外資系企業も多く立地するなど、国際的
な「まち」です。また、外国人が多く利用する六本木の繁華街は、麻布の「まち」の国際的な魅力を
高めることに貢献しています。
　麻布には由緒ある寺院や、毛利庭園のように大名屋敷の面影を今に残す庭園や、小説や落語に
登場する坂や町名も多く残るなど歴史と文化の「まち」でもあります。一方、アークヒルズ、泉
ガーデンや六本木ヒルズ等に代表されるように、大規模なまちづくりによって「まち」が大きく
変化しています。
　こうした大規模なまちづくりにより「まち」が変化していくなかで、貴重な歴史的・文化的資
産を次世代へ伝えていくとともに、麻布に暮らす多くの人々に麻布の歴史や文化をもっと知って
もらい、麻布の「まち」をより身近に感じ、愛着を感じてもらうための取組が重要です。

事業の趣旨
　麻布地区総合支所では、平成 21 年度から区民や企業、大学等と協働し、麻布地区の昔の写真
などを収集するとともに、定点写真を撮影し、麻布のまちの変化を保存する取組として「麻布未
来写真館」事業を実施しています。
　当事業は、麻布地区の資料収集・保存していくことを通じて、麻布地区に暮らす人々にとって
身近な歴史・文化資源を保全・継承するとともに、より一層の活用を目的としています。同時に、「ま
ち」の歴史や文化をより多くの皆様に知っていただき、麻布地区への愛着を深めていただく一助
となることを目指しています。

区民との協働事業
　広報紙等の募集を通じて集まった「区民参画組織 麻布を語る会 麻布未来写真館分科会」のメン
バーとともに、収集した資料等を活用したパネル作成に向けたワーキング、まち歩きによる「まち」
の変化の撮影やこれまでに作成したパネル等の発信、事業の周知に向けた検討等を実施しました。
　また、分科会メンバーが作成したパネルは、大学や企業等の協力のもと、「パネル展（常設展示・
企画展示）」により広く公開しています。

Ⅰ　分科会活動の概要

区民参画組織「麻布を語る会」とは
　麻布地区総合支所では、平成 18 年に新たな総合支所制度を導入して以来、地域に住み、働き、学び、活動する多くの
人々が区政に参加し、地区の課題の解決策や将来について、ともに議論し、協働によって目標を達成していく「参画」と

「協働」の取組に力を入れてきました。　
　「麻布を語る会」とは、区民の参画と協働により、麻布地区の将来像「生活者優先の、安全で安心して快適に住み続け
られる国際・文化都市」の実現に向け、区民主体の検討や取組を進めるために設置された麻布地区の区民参画組織です。
　メンバーは、麻布地区内に居住、勤務、在学し、または麻布地区のために活動したい公募区民等によって構成され、令
和 3 年 3 月現在、「麻布未来写真館」・「麻布地区政策」・「地域情報の発信」の 3 つのテーマに分かれて分科会を設置し、
それぞれ活発な活動を行っています。
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Ⅱ

Ⅱ　分科会メンバー作成パネルの紹介

パネルの作成

　パネルの作成にあたっては、「麻布未来写真館」事業で麻布のまちの変化を保存する取組として
行っている「まち歩き（撮影）」での写真やパネル作成のために個別撮影した写真、また区民等か
ら提供していただいた写真や資料を活用しました。
　なお、「分科会メンバー作成パネルの紹介」には、分科会活動で、関係機関などの協力のもと、写真・
文献等の資料により、分科会メンバーが独自に調査し、作成したパネルの内容を掲載しています。
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Ⅱ

西麻布の山坂 堀田坂［ほったざか］

平成

27
年度
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西麻布・南麻布の山坂 北条坂［ほうじょうざか］

平成

27
年度
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Ⅱ

南麻布の山坂 奴坂・薬園坂・釣堀坂［やっこざか・やくえんざか・つりぼりざか］

平成

27
年度
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Ⅱ

六本木周辺の山坂と窪地
平成

27
年度
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Ⅱ

大正から昭和まで　今も残る古い建物
平成

27
年度
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Ⅱ

武家屋敷・お屋敷跡
平成

27
年度
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Ⅱ

麻布にあった大学　法政大学
平成

27
年度
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麻布にあった大学　駒澤大学・電気通信大学
平成

27
年度
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Ⅱ

懐かしい写真　区立小学校
平成

27
年度
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Ⅱ

懐かしい写真　東洋英和女学院
平成

27
年度
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Ⅱ

南麻布と落語　黄金餅
平成

27
年度
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Ⅱ

南麻布と落語　小言幸兵衛
平成

27
年度
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Ⅱ

麻布で見られた皆既月食
平成

27
年度
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Ⅱ

古い麻布
平成

27
年度
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Ⅱ

六本木交差点
平成

27
年度
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Ⅱ

麻布十番付近
平成

27
年度
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Ⅱ

麻布・桜スポット　街角のさくら
平成

27
年度
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Ⅱ

麻布・紅葉スポット　有栖川の紅葉
平成

27
年度
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Ⅱ

麻布の散歩道
平成

27
年度
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麻布で見つけた
平成

27
年度
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Ⅱ

麻布　昼と夜
平成

27
年度
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Ⅱ

最近の麻布
平成

27
年度
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Ⅱ

笄小学校［こうがいしょうがっこう］　校舎
平成

28
年度
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Ⅱ

笄小学校［こうがいしょうがっこう］　授業
平成

28
年度
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Ⅱ

笄小学校［こうがいしょうがっこう］の周辺　外苑西通り
平成

28
年度
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Ⅱ

笄小学校［こうがいしょうがっこう］の周辺　西麻布交差点
平成

28
年度
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Ⅱ

最近の麻布　けやき坂・六本木ヒルズ周辺
平成

28
年度
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Ⅱ

最近の麻布　麻布十番
平成

28
年度
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Ⅱ

麻布の緑　麻布地区の公園と街路樹
平成

28
年度
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Ⅱ

麻布の緑　名勝・巨木等
平成

28
年度



分
科
会
メ
ン
バ
ー
作
成
パ
ネ
ル
の
紹
介

34

Ⅱ

まちの花
平成

28
年度
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Ⅱ

いきもの
平成

28
年度
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Ⅱ

麻布のサイクル（自転車・原付など）
平成

28
年度
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Ⅱ

天現寺
平成

28
年度
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Ⅱ

はじまりは麻布から　海軍観象台
平成

28
年度
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Ⅱ

はじまりは麻布から　マイクロウェーブ幹線創始之地
平成

28
年度
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Ⅱ

はじまりは麻布から　日本ラグビー創始の地
平成

28
年度
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Ⅱ

麻布の音楽　南山ジャズバンド
平成

28
年度
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42

Ⅱ

南葵［なんき］文庫及び南葵［なんき］楽堂と南葵［なんき］音楽文庫①
平成

28
年度
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Ⅱ

南葵［なんき］文庫及び南葵［なんき］楽堂と南葵［なんき］音楽文庫②
平成

28
年度
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44

Ⅱ

麻布のナイトカルチャー、今昔①
平成

28
年度
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Ⅱ

麻布のナイトカルチャー、今昔②
平成

28
年度
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Ⅱ

麻布十番のモニュメント
平成

28
年度
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Ⅱ

今年のお気に入り
平成

28
年度
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48

Ⅱ

古川橋　小川書店周辺
平成

29
年度
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Ⅱ

麻布にあった女学校　香蘭女学校
平成

29
年度
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Ⅱ

旧鍋島邸－移築され、今に伝わる近代和風建築①
平成

29
年度
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Ⅱ

旧鍋島邸－移築され、今に伝わる近代和風建築②
平成

29
年度
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52

Ⅱ

住友家麻布別邸から泉ガーデンへ－今に生きる庭園の緑①
平成

29
年度
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Ⅱ

住友家麻布別邸から泉ガーデンへ－今に生きる庭園の緑②
平成

29
年度



分
科
会
メ
ン
バ
ー
作
成
パ
ネ
ル
の
紹
介

54

Ⅱ

麻布の緑の壁
平成

29
年度
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Ⅱ

麻布の実り
平成

29
年度
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Ⅱ

旧飯倉小学校（校舎）
平成

29
年度
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Ⅱ

旧飯倉小学校
平成

29
年度
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Ⅱ

天井画　久國神社
平成

29
年度
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Ⅱ

柿　久國神社
平成

29
年度
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Ⅱ

六本木一丁目（谷町JCT）周辺
平成

29
年度
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Ⅱ

東京タワー周辺
平成

29
年度



分
科
会
メ
ン
バ
ー
作
成
パ
ネ
ル
の
紹
介

62

Ⅱ

東京府立第三高等女学校と仰光寮①
平成

29
年度
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Ⅱ

東京府立第三高等女学校と仰光寮②
平成

29
年度
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64

Ⅱ

麻布にある大使館　フィンランド大使館
平成

29
年度
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Ⅱ

西麻布交差点
平成

30
年度
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66

Ⅱ

麻布図書館の歴史　昔の思い出
平成

30
年度
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Ⅱ

麻布図書館の歴史　うつりかわり
平成

30
年度
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68

Ⅱ

麻布の防災
平成

30
年度
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久國神社（六本木二丁目）
平成
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Ⅱ

麻布の花ごよみ（１）
平成

30
年度
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麻布の花ごよみ（２）
平成

30
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Ⅱ

はじまりは麻布から　初めての太陽写真観測
平成

30
年度
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我善坊［がぜんぼう］の桜

平成
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我善坊［がぜんぼう］ 　さまざまな横顔
平成

30
年度
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我善坊［がぜんぼう］ 　高い所から
平成

30
年度
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小説の中の麻布　- 麻布台付近（植木坂・鼬坂［うえきざか・いたちざか］）-
平成

30
年度
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小説の中の麻布　- 麻布台付近（植木坂・雁木坂［うえきざか・がんぎざか］）-
平成

30
年度
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麻布とアート　- 六本木アートナイト -
平成

30
年度
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麻布とアート　- Counter Void ｰ
平成

30
年度
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旧住友会館と住友麻布ハイツアパートのある風景－泉ガーデン今昔①
平成

30
年度
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旧住友会館と住友麻布ハイツアパートのある風景－泉ガーデン今昔②
平成

30
年度
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Ⅱ

あのころの六本木六丁目－玄碩坂［げんせきざか］

平成

30
年度
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あのころの六本木六丁目－日ヶ窪［ひがくぼ］

平成
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Ⅱ

あのころの六本木六丁目－現六本木ヒルズ周辺
平成

30
年度
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麻布いろいろ
平成

30
年度
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Ⅱ

変わりゆく麻布 この10年　六本木三丁目（１）
令和

元
年度
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変わりゆく麻布 この10年　六本木三丁目（２）
令和

元
年度
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Ⅱ

六本木七丁目－東京ミッドタウン西交差点周辺の変遷①
令和

元
年度
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Ⅱ

六本木七丁目－東京ミッドタウン西交差点周辺の変遷②
令和

元
年度
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Ⅱ

変わりゆく麻布 この10年　六本木六丁目の複合施設
令和

元
年度
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変わりゆく麻布 この10年　六本木西公園
令和

元
年度
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Ⅱ

変わりゆく麻布 この10年　麻布警察署
令和

元
年度
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変わりゆく麻布 この10年　時代の流れ
令和

元
年度
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Ⅱ

変わりゆく麻布 この10年　笄［こうがい］公園
令和

元
年度
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変わりゆく麻布 この10年　広尾橋交差点付近
令和

元
年度
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Ⅱ

変わりゆく麻布 この10年　有栖川公園交差点
令和

元
年度
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変わりゆく麻布 この10年　フランス大使館
令和

元
年度
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Ⅱ

変わりゆく麻布 この10年　東京アメリカンクラブ
令和

元
年度
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変わりゆく麻布  この10年　日本国憲法発祥の地
令和

元
年度
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Ⅱ

明治通り  絶江坂［ぜっこうざか］ 付近
令和

元
年度
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港区から始まった日本のフィンランド・タンゴ

麻布とフィンランド
令和

２
年度
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Ⅱ

令和元年（2019年）10月2日開催－①

「ちょこっと立ち寄りカフェ」×「麻布未来写真館」
令和

２
年度
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令和元年（2019年）10月2日開催－②

「ちょこっと立ち寄りカフェ」×「麻布未来写真館」
令和

２
年度
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Ⅱ

令和元年（2019年）11月10日開催－①

令和元年度 港区総合防災訓練（麻布会場）
令和

２
年度
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令和元年（2019年）11月10日開催－②

令和元年度 港区総合防災訓練（麻布会場）
令和

２
年度
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Ⅱ

令和元年（2019年）10月26日開催－①

西麻布三丁目再開発エリア（街いく探検隊）
令和

２
年度
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Ⅱ

令和元年（2019年）10月26日開催－②

西麻布三丁目再開発エリア（街いく探検隊）
令和

２
年度
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副座長　入江　誠
この一年、コロナ禍で始まって、とうとう終息しない
ままで終わってしまった。
記憶にも残したくない 2020 年であったが、その中で
自然の流れに目を向けて見ると、野草、野鳥などが憩
いの場をつくってくれる。数日前のこと有栖川グラン
ド南側歩道を歩いていると思わず足が止まった。そこ
には一株の「白花タンポポ」咲いていたのだ！
感動の一瞬！「関東タンポポ」「西洋タンポポ」などは
黄色の絨毯を敷き詰めた様に咲き誇っているので珍し
くもないが、思わず「白花タンポポ」が一面に咲いて
いたらと想像してしまった。5 年、10 年後までも咲き
続けてくれたらと思っている。また見に来るよと声を
かけた、その時の感動に残った一コマです。

副座長　鈴木 順二
見慣れた都心の繁華街、銀座通り、渋谷駅前。しかし、なにか様子がおかしい。よく見ると、昼間だ
というのに人っ子一人いない、車一台走っていない、まるでゴーストタウンのような異様な光景… こ
うしたありえない東京の無人風景ばかりで編まれた写真集が、20 年前話題になりました（中野正貴

『TOKYO NOBODY』）。そこには、六本木通りにある霞坂と市三坂の写真も収められていました。とく
に興味を惹かれたのは、霞坂上から西麻布交差点の方向をワイドレンズでとらえた一枚（その後お店
をたたんだ「和紙工房」というユニークな和紙製品専門店も、片隅に写っています）。ビルには日が
当たっていて確かに日中。それなのに車道も歩道も完全に無人です。こんな不思議な、なんだか気味
悪い光景を、まさか自分の目で現実に見ることになろうとは、まったく思いもよらないことでした。
昨年４月７日、７都府県に緊急事態宣言が出され、「ステイ・ホーム」外出自粛が呼びかけられて、
麻布の町の交通量も大幅に減り、人の姿が稀になったのです。それから数週間、体調維持のため速歩
での散歩を私は続けていましたが、行き交う人はごく少なく、普段なら子どもたちが走り回っている
公園に人影はありませんでした。遊具やベンチには、「きけん立入禁止」の黄色いテープが。感染防
止のため密集・密接を防ぐ措置でした。当初港区は人口の割に感染者が多く、保健所など関係機関の
業務は、多忙を極めたそうです。
麻布未来写真館の役割の一つは、地域の現状を映像記録に残すこと。ですから、この災禍にレンズを
向けますが、そのたびに、こんな事態が二度と巡ってこないように、そのためにもこれからは事前の
対策を怠らないように、と祈るような気持ちです。    （2021 年 3 月 29 日）

Ⅲ　これまでの活動を振り返って

メンバーのことば（令和 2 年度の活動に参加したメンバーを中心に）

2021年3月：有栖川宮記念公園グランド付近

2020年5月19日15時すぎ：けやき坂（左右2点とも）
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メンバー　荒澤 經子　

遠出の出来ない日々、外苑東通りの桜を目にした時、思わず
シャッターを切りました。
最近は、今年も桜が見れて良かったなぁと思う年頃になりま
した。会議になかなか参加出来ませんが、写真撮りは以前に
まして楽しくなりました。

メンバー　及川廣子
麻布区民協働スペースのフロアの壁には「麻布未来写真館」のパネルが常設として飾られている。展
示内容が変わりセピア色の写真も好きだった。スペースの受付として就業から終業の５年目を迎えた。
思えば変わりゆく麻布の歴史と風景を私は眺めてきたことになる。
時には来館者がパネル前に立ち眺めているとつい声をかけていた。

「いい写真ですよね」と押しつけがましく言っていたのだが共感の答えが返ってきた。
「いやあ、懐かしいです」「麻布の歴史はすごいですね」などなど。その言葉が嬉しかった。自分にとっ
て大切な思い出の写真と出会えたのだろう。いつしか私には無縁だった「麻布」に興味がわき始めた
のも事実である。そしてこの写真は誰がいつ撮影したのだろう？
その疑問を抱きながらの私にある日、「麻布未来写真館、入りませんか？」とその日スペースを利用
され、帰り際に声をかけてくださったのが近藤座長である。迷いながらの私は途中からメンバーにさ
せていただいた。楽しい時間が増えた。写真撮影他も新参者だが、魅力ある「麻布未来写真館」の素
敵なメンバーに出会えたことに感謝しています。これからも宜しくお願いいたします。

メンバー　水野 禮子
変わりゆく麻布に生活して－六本木は大江戸線六本木駅
が平成 12 年 12 月に開業し、新宿に 10 分で行くことができ、
なにかと便利になり、前防衛庁が東京ミッドタウンに、三河
台中学校が麻布警察になり、周りのビルも著しく変化してお
ります。
今一番の癒し系は夜の東京タワーです。いろいろな行事に
そって、赤系・青系・ピンク計と日々変わり、それがとても
美しく、とても自分の心に優しく映り、夜に近づきホッとす
る時間がとても好きです。これからも麻布の建物、その他を
映していきたいと思っております。

メンバー　岡﨑 純子
この一年間を振り返りますと、様々な制約があり、思っていた
活動が十分に出来ませんでした。その反面、リモートによる
会議に参加させていただき、学ぶことも沢山ありました。関
係者皆様のご助力によりましたことを大変感謝いたします。
時々刻々と変化し続けている麻布、六本木地区。ここ数年の
変貌は著しいものです。これからも、一期一会を大切にして、
後世に遺す「今」の瞬間を撮っていきたいと思っております。
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メンバー　椿 由美子　
はやいもので年度末の３月がめぐってきました。
何度か分科会の開催が見送られるなど、COVID-19 の影響を受けた１年。
そのような中ではありましたが、新しいことを経験する機会を得たり、
うれしい出来事もありました。
感染防止対策をとりながら実施した３回のまち歩き。私が参加した８月
下旬の回をふり返りますと、マスクで顔半分を覆った我われメンバーを
よそに、民家の庭先ではサルスベリの木が鮮やかなピンクの花をつけ、
池には涼し気に泳ぐ魚たち、善福寺の「柳の井戸」の柳は青々として優
雅に枝を垂らしています。変わらぬ自然界の営みに心癒される瞬間がい
くつもありました。マスク越しに見えるメンバーの方々の笑顔にも励ま
されました。
団体として分科会に参加している「街いく探検隊」の方々が、オンライ
ン会議システムを活用したウェブ上でのまち歩き、いわば「オンライン
街いく探検隊」を開催された折には、私もリモートで自宅から拝見。ウェ
ブ上で麻布のまちを俯瞰したあと、ぐんぐんと特定の場所に近づいてい
く様子にドキドキしたり、麻布界隈で見つけたふしぎなモノにまつわる
クイズにリモートで回答したり。新鮮で愉しい思い出となりました。
数日前、ひさしぶりに訪れた有栖川宮記念公園。３月も下旬とあって、
桜の花が咲き、都立中央図書館前のイチョウの大木は冬芽がすっかりふ
くらみ、芽吹きを待つばかりといった姿。南部坂を下ると、ドイツ大使
館の外壁には素敵なウォールアートが描かれていました。
自粛生活はもう少し続きそうですが、ひっそりと、心静かに麻布のまち
に目を向け、小さなしあわせを見つけてゆきたいものです。

メンバー　吉川一郎
　私は麻布未来写真館でおせわになっていますが、ただ単にみなさんと一緒に写真撮影をするだけのよ
うに思っています。いい写真が撮れたことの思いがありません。いつも記念撮影のような写真しか撮れ
ません。過去に振り返り、見直して撮影して良かったこともあまりありません。このような私ですが、
メンバーの皆様方からは暖かい言葉をかけていただいています。麻布未来写真館のメンバーをみている
と職業は色々、経歴も色々、たんに面白い、街と写真に興味がいっぱいの人たちです。江戸時代の「連」
を彷彿とさせるものがあります。「連」には競争がありません。多様性があります。それを纏めるのは座
長であり、江戸時代の「蔦屋重三郎」です。これからもみんなで麻布の写真を撮り集めるようにしたい
ものです。

8月のまち歩きで訪れた善福寺。逆さイチョ
ウ（山門の左手）の緑が青空に映える。
手前に垂れているのは「柳の井戸」の柳。

有栖川宮記念公園の桜。

ドイツ大使館の外壁に描かれたウォール
アートの一部。

曹渓寺の夜桜
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座長　近藤 敏康
ご報告の写真集冊子をご覧いただきありがとうございます。
近年最大と言って差し支えない、写真に残したい事象は何といっ
ても、コロナ禍の麻布を記録して後世に残したいと言う事でし
た。あっという間に、マスクをしての日常になる中、感染に注
意しての撮影や、オンラインを活用したミーティング、パネル
展に向けた活動などなど、多くの皆様に無事ご参加頂けました。
また、そんな中開催できた、パネル展では、小さいお子さんを
連れたご家族から、年配のご夫婦や若いカップルと様々な世代
に楽しんで頂けたことは、私どもにとって何よりの喜びでした。
今後も引き続き、活動を継続して参りたいと思っておりますの
で、古い写真のご提供、未来写真館へのご参加など、ご検討よ
ろしくお願い申し上げます。尚、今後も公共施設などでの常設
パネル展示や、期間限定のパネル展など、チラシや広報、ネット、
SNS などでお知らせいたしますのでぜひ多くの方にご覧頂けた
らと思います。
末尾になりましたが、活動にご協力いただきました皆様に、心より感謝申し上げます。

メンバー　街いく探検隊
街をゆっくり思い思いに歩きながら、街の風景をカメラに収め
る麻布未来写真館。足早に先を急ぎ歩く道も、未来に遺すこと
を意識して歩くと、街並みも人々も少し違って見えてきます。
活動に団体として参加して 2 年が過ぎ、想い出以上歴史未満の
街の記憶を辿ることに益々の楽しさを感じます。将来の街を担
い手となる子ども達のためにも、ぜひ地域の色んな世代の方に
参加してもらえたらと思います。

講師　 達川 清
息をする様に変化し続ける街。東京、港区、麻布地区。
今、我善坊が姿を変え出現しようとしている。
麻布未来写真館のメンバーは 10 年以上に渡って変貌する麻布
を記録してきた。
この街を愛しているから。より良い街になって欲しいから。
これからも見つめ続けます

区民参画組織 麻布を語る会 麻布未来写真館分科会 メンバー

天羽  大器　　　　　 荒澤  經子 　　　　　入江  誠　　                     及川  廣子　　　　　　岡﨑  純子
加藤  生磨           　       小山  浩　　　　　 　近藤 敏康　                      櫻井  綾　　　　　　　鈴木  順二
田岡  恵美                  　椿  由美子　　　　　 増子  照孔                         水野  禮子　　　　　　横島  久子
吉川  一郎                  　街いく探検隊

　※平成 27 年度から令和２年度までに携わったメンバー 50 音順

街いく探検隊は、子どもが主役の
清掃&まち歩きを行うボランティ
ア団体です。
六本木にある妙経寺さんを起点に
毎月活動しています。大人の方も
お気軽にぜひご参加ください。
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Ⅳ　参考資料
麻布未来写真館フォトギャラリー

東洋英和女学院での常設展示 東京大学 谷川智洋特任教授の協力によるAR体験パネルの展示

港区役所ロビーでのパネル展 フジフイルム スクエア ミニギャラリーでの展示

麻布地区総合支所の地域事業とのコラボレーションイベント

分科会の一環として実施するまち歩き（撮影） まち歩き（撮影）参加メンバーでの集合写真

月１回開催する分科会での検討






